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教授中村生雄 教授土岐 哲 助教授桃木至朗
論文内容の要旨
本論文は， Iインドシナ難民」の中で多数を占めるベトナム人の，日本における定住適応過程とその生活世界に関す
る研究である。 A4 判で， 218頁(本文192頁，参考文献 7 頁，付論19頁)からなる本論文は， 400字詰原稿用紙に換算

























































第 7 章「日本社会におけるベトナム人j では，まず神戸市のベトナム人集住地区における日本人地域住民の意識調
査から，地域での日常的接触は希薄であり，日本側は主に間接的な情報によって，彼らがよく働いているという印象
をもちつつ，固まって生活し日本人とつきあおうとしないとみていることを明らかにする。次いで，定住ベトナム人































































との比較を排除するものではない。とりわけ終章の末尾で， í在日ベトナム難民J から「在日ベトナム系住民J への転
換という展望を出している以上，この論点、は本論文にとって不可欠な一部を構成するはずであり，惜しまれるところ
である。
第 3 に，フィールドワークで得た資料の分析と提示方法に，やや単純化の主らいがみられる点である。たとえば言
語使用の実態に関する調査についていえば，特定の状況のもとで，具体的にどのような言葉がどちらの言語で発せら
れたのか(あるいは，いわゆる中間言語であるのか)という点について，より多面的な分析が必要とされるであろう。
また調査対象者に関する多くの情報については，プライパシーへの配慮、は当然としても，基礎的データとして提示す
る工夫がなお可能ではないかと思われる。
第 4 に，個々の論点について検討不足と思われる箇所がある点である。とりわけベトナムの村落社会や家族システ
ム，あるいはベトナム戦争などについては，いっそう細やかな認識が求められる。また本論文にとって重要な概念の
ひとつとなっている「べト・キュー(越僑) J についても，より掘り下げた総合的な分析が必要とされる。
以上のように問題点はいくつも存在しているが，それらの多くは，こうした総合的な問題を総合的な視野に立って
分析しようとする場合には避けられないものであり，今後，より深めた形で論をすすめることによって，解決できる
と考えられる。
よって，本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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